
資料１ 第１回子ども・子育て応援会議
平 成 ２ ７ 年 ９ 月 １ １ 日
江 戸 川 区 子 ど も 家 庭 部



人 口 構 成 と 出 生 数 な ど

○総 人 口 ６８万人（２３区中４位） H27.1.1

○乳幼児数 ３６，９７４人（２３区中２位） H26.1.1

○出 生 数 ６，１４２人（２３区中３位） H25

○合計特殊出生率 １.４５（２３区中１位） H25

○平均年齢 ４２.６３歳（２３区中２番目に若い区）H26.1.1

子 ど も に 関 す る 基 礎 数 値
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江 戸 川 区 の 人 口 構 成

うち乳幼児
（０～５歳）
３６，８８０人
５．４％

うち年少（0～１４歳）

９３，３９３人

13.7％

児童（１８歳未満）

１１２，７６５人

16.6％

６５歳以上 １３８，１１０人

２０．３％

１８歳～６４歳 ４２９，３８７人

６３．１％

住民基本台帳人口

（ 外 国 人 含 む ）

27年１月１日現在

総 人 口

６８０，２６２人
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年 少 人 口 と 熟 年 人 口 の 推 移
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年少人口 熟年人口

年少割合 熟年割合

各年1月1日現在住基人口（日本人）

26.1%

5.2%

平成17年に初めて熟
年割合が年少割合を
超えた。

・年少 14.9%

・熟年 15.0%

※国は平成9年6月
16年10月がｸﾛｽ点

13.79%

20.96%
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出生数と合計特殊出生率の推移

※出生数は人口動態統計より

7,0206,7766,9876,6786,751
6,3656,6046,5336,5746,2966,289
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平 成 27 年 度 予 算 の 構 成

子ども家庭

費,

456億円, 

(20.8%)

福祉費,

688億円, 

(31.4%)

教育費,

235億円, 

(10.7%)

その他,

810億円, 

(37.0%)

幼児教育,

44億円,

(9.6%)

保育, 

128億円, 

(28.1%)

その他事務事

業, 

5億円, 

(1.1%)
人件費, 

65億円, 

(14.3%)

扶助等,

214億円, 

(46.9%)

一般会計に占める子ども家庭費

子ども家庭費の構成

一般会計
2,189億円
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子どもを取巻く環境の変化に対応

⇒成長に合わせ、連続性を保って

乳幼児期 親子の愛着関係

小学校期 多くの人との関わり

中・高校期 自立・将来に向けて

子 育 て 支 援 の 基 本 的 な 考 え 方 ①
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子どもに大いに関わりを持つ

⇒民間活力と地域力を駆使して

○保育ママ（ボランティア精神）

○子育てひろば（ﾌｧﾐｻﾎﾟ会員の運営）

○幼児教育（私学に依存）

○すくすくスクール（地域の人材活用）

子 育 て 支 援 の 基 本 的 な 考 え 方 ②
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江 戸 川 区 の 主 な 子 育 て 施 策



●基本保育料 月額１４,０００円

●雑費 月額 ３,０００円

●保育ママ ２０２人

●受託児 ３６４人

（平成26年度末）

保育ママ事業（昭和44年創設）
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➢保護者の就労や病気などの理由で、家庭での養育が困難
な０歳児のお子さんを、保護者に代わって家庭的な愛情と
環境のもとで預かり、健全な育成を図る事業



乳児養育手当（昭和44年創設）
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●目 的
０歳児を家庭で保育する方への経済的支援
➢江戸川区独自の制度

●手当額
月額13,000円
（児童手当の所得制限に準拠

→90％が受給）

●予算額
９億808万円（平成27年度）



保 育 園
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●私立保育園
●園数：４７園
（うち おひさま保育園１８園）

●在籍数：５，９３０名
●対象：０歳児～５歳児

この他に認証保育所（34園）で
約1,000名の0～5歳児が在園
この他に認証保育所（34園）で
約1,000名の0～5歳児が在園

●区立保育園
●園数：３８園
●在籍数：４，１３１名
●対象：１歳児～５歳児

●園数計 85園
●在籍数計 10,061名

（平成27年4月）



幼 稚 園
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●私立幼稚園
●園数：３９園
●在籍数：９，８２３名
●対象：満３歳～５歳

●区立幼稚園
●園数：３園
●在籍数：３５１名
●対象：４歳～５歳

●園数計 42園
●在籍数計 10,174名

（平成27年5月）



私立幼稚園等保護者負担軽減補助
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●背 景
本区幼児教育の大半は私学が担う

（私立39園、区立３園）

●目 的
区立幼稚園保育料（月額3,000円）
との格差是正

●補助額
◆月額保育料 26,000円上限（23区平均 8,900円）

◆入園料 80,000円 （23区平均 51,000円）

●予算額
24億9,669万円（平成27年度）



すくすくスクール事業
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●事業概要（H17年度から全73校で実施）
放課後健全育成と学童クラブ事業の合体

◆学年に関係なく、希望者全員を受け入れ→待機児童の解消
◆既存の学校施設の有効活用
◆学校施設を活用するため、学童クラブ以外の仲間とも遊ぶことができる

［すくすく登録］
◆育成料 無料（保険料500円）
◆運営日・時間
日曜・祝日を除く毎日 放課後～17時
土曜・学校休業日 ９時～17時

［登録児童］ 全児童数35,679人（H27.3）のうち、23,713人（66.5％）がすくすく登録
［視察実績］ 444件・2,692人（H26年度末）
［ボランティア数］ 延べ18,000人／年

［学童登録］
◆対象 保護者の就労等がある児童
◆育成料 月額4,000円
◆参加時間
平日18時まで延長可



チャレンジ・ザ・ドリーム

●対 象

区立中学校２年生

［参加数：5,367人（H26）］

●実施日数

連続した５日間

●主な体験先

販売業、保育園・幼稚園、

製造業、農業 等

［協力事業所：1,777（H26）］
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中学生の職場体験

（H17年度から実施）事業概要



世界へはばたく「青少年の翼」
- 基金を活用した海外派遣事業 -

16

●累計参加者数 1,015人
（H27年度まで）

●派遣先（H27年度）
・アメリカ（シャーウッド市周辺）
・イギリス（タビストック町周辺）
・オーストラリア（ゴスフォード市）
・カナダ（バンクーバー島周辺）
・ニュージーランド（ホキティカ町）

●体験内容
学校体験、ボランティア活動、キャンプ体験等

事業概要 （H15年度から実施）



① 愛情一杯の“保育ママ“

② 家庭保育を支援する“乳児養育手当“

③ 私立幼稚園の保護者に“負担軽減補助”

④ 地域力を活かした“子育てひろば“

⑤ 区立保育園の“子育て安心パスポート”

⑥ 地域教育の場“すくすくスクール”

⑦ 中高生の活動拠点“共育プラザ”

⑧ 中学２年生の職場体験“ﾁｬﾚﾝｼﾞ・ｻﾞ・ﾄﾞﾘｰﾑ”

⑨ 世界にはばたく“青少年の翼”

⑩子ども医療費助成 ⑪ファミリー・サポート

江 戸 川 区 の 特 長 あ る 施 策 紹 介
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